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エリセーエフ兄弟商会 
 
荒 このみ 
 
モスクワ滞在の最後の日に、私たちはトヴェルスカヤ通りにある＜エリセーエフスキー＞と
呼ばれる高級食料品店を訪れた。お店の前の歩道には、創立者エリセーエフのイニシャルの金
文字が埋め込まれ、すでに由緒ある風情を漂わせている。ビルの中へ入り、右手のドアから店
内へ入ると、その豪華な内装に圧倒され、視線はキャ
ヴィアやサーモン、チョコレート、紅茶、ロシア・ケー
キなどが並んだ食品棚へ向けられる前に、こうこうと
輝くシャンデリアや四方の壁へ向けられる。 
モスクワのこの建物じたいはエリセーエフ兄弟商会
が開業した 19 世紀よりもさらに古いものだそうで、
プーシキンなどが文芸サロンで朗読をしたという言い
伝えもある。 
店内はネオバロック様式の壁面飾り、古い柱時計、
創立者の肖像画などが高い天井の壁上方にかけられて
いる。その高い天井から巨大なシャンデリアが垂れ下
がり、その造形がなんとも美しい。よく見るとブドウ
の房の形をしており、エリセーエフ兄弟商会がもとも
 
  
 店の入り口 店内のブドウの房の形のシャンデリア 
（写真三枚とも著者撮影）
エリセーエフ兄弟商会の店の前の
歩道に埋め込まれたイニシャル 
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とは葡萄酒の販売で始まり、一代で巨万の富を蓄え、エリセーエフ一家が大ブルジョアに成長
したことを示している。 
もともとエリセーエフ兄弟商会は、帝政ロシアのサンクト・ペテルブルグに住む貴族や金持
ち階級を相手に商売を始めている。今日では、サンクト・ペテルブルグの繁華街ネフスキー・
プロスペクトにある本店と当時はその支店だったモスクワのこの店が、いまだに多くの顧客を
抱えて繁盛している。 
エリセーエフの名前が葡萄酒や珍味と結びついていかに評判が高かったか。たとえば、ドス
トエフスキーは『カラマーゾフの兄弟』でフョードルに次ぎのように語らせている。 
「ファクトリーのワインにエリセーエフ兄弟商会の蜂蜜酒ですか、こりゃたいしたもんだ、
神父さん！」（亀山訳） 
あるいは、トルストイの『アンナ・カレーニナ』には以下のような記述がある。 
「新しい牡蠣の入荷したエリセーエフの店からたった今やってきたオブロンスキー」（木村訳） 
このように文学作品の中に数々の言及があるエリセーエフ兄弟商会だが、帝政ロシアの上流
階級の人々を魅了したグルメの店が、ソ連時代を経て存在しつづけ、21 世紀の今日でも高級食
料品店として一般の市民たちに利用されているという、その歴史の長さに感動した。 
 
実はエリセーエフ兄弟商会は、日本と深い関係がある。あるいは日本研究と深いかかわりが
あると言ったほうがいいだろうか。 
もう何十年も前のことになるが、大学院生だった私は、ハーヴァード大学の日本語科が置か
れているイェンチン・インスティチュート（燕京研究所）で、日本語習得のための教科書を目
にしていた。青い表紙の薄い冊子だったが、表紙にはエリセーエフとライシャワーの名前が併
記されていた。それは第 3 巻まである「日本文抜粋」の一冊で、二人が日本語を学ぶ大学生用
の教科書を作ろうと共同編集したものだった。エリセーエフはハーヴァード大学の日本語科の
創設に尽力し、ジャパノロジストを育成し、そこから世界へ弟子を送り込んで日本研究を浸透
させていった功労者なのである。 
それではエリセーエフとはいかなる人物であったのか。 
すでに今では忘却されている日本学者であり、夏目漱石の弟子だったセルゲイ・エリセーエ
フの存在を、ここでまた紹介し認識しておきたいと思う。参照するのは、エリセーエフ自身が
日本語で、革命の起きたペトログラード（1914 年にサンクト・ペテルブルグを改称）やモスク
ワの様子と自身の亡命体験を書いた『赤露の人質日記』と、倉田保雄著『エリセーエフの生涯』
（1977）である。 
『赤露の人質日記』は、朝日新聞の要請でパリに亡命したエリセーエフが日本語で書いたも
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ので、大正 10 年（1922）には大阪朝日新聞社から単行本として出版されている。少しばかりぎ
こちない表現があるとはいえ、ほとんど完璧な日本語である。おもにこの 2 冊をもとにセルゲ
イ・エリセーエフの生涯とその功績をたどっていきたい。 
セルゲイ・グリゴリエヴィッチ・エリセーエフ（1889－1975）は、エリセーエフ兄弟商会創
立者の孫であり、漢字名を＜英利世夫＞と記し、のちに世界的なジャパノロジストになっていっ
た人物である。大富豪の御曹司であるエリセーエフは、子供のころから家庭ではフランス語を
話し、家庭教師にドイツ語を習っていたという。トルストイの『戦争と平和』に見られるよう
に、フランス語は上流社会では母語に近い言語であった。エリセーエフによれば、召使いたち
に家族の秘密の会話が理解されないようにという配慮があったらしい。 
小学校時代にはすでにラテン語やギリシャ語を習得したというから、語学に関して天才的な
頭脳を持っていた。それはのちに東京帝国大学に正規の学生として入学し、猛烈な勉強をして
日本語と江戸弁を身に着けていき、優秀な成績で帝国大学を卒業した事実にもあらわれている。 
1907 年、エリセーエフは成績優秀でラリンスキー校（ギムナジウム）を卒業すると、ベルリ
ン大学へ入学し、日本語、中国語を勉強する。その理由は、1900 年、11 歳のときにパリで開催
された万国博を見学して東洋文化と遭遇し、衝撃を受けていたからであった。ヨーロッパ偏重
だったサンクト・ペテルブルグの環境で、東洋学へ目を向けたのは、大ブルジョワで反動的な
父親の価値観への反発があったからなのかもしれない。あるいは日露戦争の結果、日本の存在
をより強く意識するようになっていたのかもしれない。エリセーエフは、商売よりも芸術への
関心が高く、画家になりたいと思ったこともあり、また芝居好きでもあった。その芝居好きは、
のちに東京で歌舞伎に傾倒していく姿へつながっていく。 
大富豪のエリセーエフ一家はフィンランドに別荘があり、エリセーエフは子供のころ、海辺
でヨット遊びをしたという。またフランスにも別荘があって、子供時代の日々を外国で過ごす
ことも多かった。おそらくフランスで 19 世紀末の芸術分野におけるジャポニズムを知り、日本
の浮世絵にも興味を持つようになったのだろう。 
ベルリン大学に進んだエリセーエフは、その一年目に日本から来ていた言語学者新村出に遭
遇する。生涯の恩人になった新村の紹介で、東京帝国大学の国文科教授、上田万年などへの紹
介状を書いてもらい、それをふところにシベリア鉄道に乗って日本へ留学することになった。
とはいえ外国人学生を正規の学生として、しかも国文専攻の学生として入学させるなど帝大で
は前例がなかった。ここでは上田教授の尽力と根回しが功を奏して、初のロシア人帝大生が誕
生したのである。 
大富豪の御曹司であるから、金は湯水のごとく使えた。家庭教師を何人も雇い、日本語を徹
底的にたたきこんだ。それから半世紀あまり後、晩年のエリセーエフを取材した倉田保雄は、
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パリのアパートへ初めてたずねたとき、明治時代末期のやや古びた、きわめて丁寧な日本語で
あいさつをされて驚嘆したと、その印象を記している。 
帝大生二年目になり日本語をかなり自由に操れるようになったときに、エリセーエフは小宮
豊隆と友情を結ぶ。漱石の弟子だった小宮に連れられて、漱石の木曜会に顔を出すようになっ
た。エリセーエフは刊行されたばかりの『三四郎』を手に木曜会に参加し、漱石に扉頁に言葉
をと依頼する。それに漱石は「五月雨やもも立ち高く来る人」と書いたという。エリセーエフ
は日本滞在中、ほとんど着物で通していた。じっさいにこの日は雨模様であった。そのときの
様子が漱石の日記に残っている。 
 
明治四十二年六月二十四日 木曜日 
夜。エリセーエフ、東、小宮、安倍能成、来る。エリセーエフは露人なり。日本語の研究の
為に大学の講義をきく由。『三四郎』を持って来て何か書いてくれと云う。 
 
 この記述を読むと、おそらくこれが初対面だったとおもわれる。同年の秋に朝日新聞で文芸
欄が創設されると、漱石はエリセーエフに執筆を依頼する。それほどエリセーエフの日本語能
力は高く、また文学的に才能があると漱石は見込んだのだろう。 
エリセーエフは、当時、ロシアの新進作家だったボリス・コンスタンティノヴィッチ・ザイ
ツェフ（1881－1972）を取り上げた。ザイツェフは百姓女の生涯を描いた『アグラフェーナ』
（1908）で注目され、のちにモスクワのインテリを描いた『青い星』（1918）を刊行し、それら
が初期の代表作に数え上げられている。ザイツェフもまたエリセーエフと同時期の 1921 年に亡
命し、24 年からはパリで作家活動をしている。エリセーエフは、その他の作家についても朝日
新聞で紹介し、あるいは芝居に関しても寄稿し、日本人が演じるゴーゴリの「検察官」に関し
て厳しい劇評を書いている。 
 
 小宮豊隆とともにエリセーエフは寄席や歌舞伎に通い、吉右衛門や菊五郎をひいきにした。
潤沢すぎる経済状態を背景にエリセーエフは歌舞伎にのめりこんでいった。それはのちにフラ
ンス語で刊行される『日本の演劇・歌舞伎』（1933）に結実する。 
帝大の同窓には、芦田均、谷崎潤一郎、森田草平などがいて親交を結び、三田文学では永井
荷風、久保田万太郎などと親しくなった。谷崎の紹介で、1908 年に発足した「パンの会」にも
参加し、北原白秋、吉井勇、石川啄木たち詩人の集まる会合にも出席している。 
「パンの会」は耽美主義文芸運動の拠点となった談話会で、隅田川の河畔で会合は開かれた。
東京をパリに隅田川をセーヌ川に見立てて、かれらは青春を謳歌した。いっぽうエリセーエフ
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の家でも文芸サロンが開かれ、永井荷風や久保田万太郎がロシアから送られてくるフランスの
新聞・雑誌を読みあい、文芸論に花を咲かせたという。けれどもパンの会と同じように、幸徳
秋水事件の後、政府の弾圧政策は厳しくなり、パンの会は 1911 年初めに消滅し、エリセーエフ
もサロンを閉じている。 
このような形でエリセーエフという稀有なロシア人を通して、日露の文学的交流があったこ
とは、両者にとって実に有難く、豊かな実りをもたらすことであった。異文化を知り、お互い
に何らかの刺激を受けないはずはない。日露の両者が心を豊かにする芸術的交流であった。 
 
帝大四年目に、エリセーエフは芭蕉研究で卒論を完成している。その内容は高い評価を受け、
卒業試験にも合格して、成績優秀だったエリセーエフは、恩賜の銀時計組に準じる優等生だっ
た。天皇陛下御臨席の卒業式では優等生の並ぶ最前列にいて、陛下を驚かせたという。 
その後、2 年間、エリセーエフは大学院に進学して研究を続けている。合計 7 年間の日本滞
在のあと、いよいよ、1914 年に帰国することになった。当時、ペトログラード大学（サンクト・
ペテルブルグ大学）には東洋学部の中に日本学科があった。1916 年、エリセーエフは博士課程
に進む試験に合格すると、この大学で日本語を教えることになり、いっぽう芭蕉に関する論文
完成のために、16 年と 17 年の夏にはふたたび日本を訪れている。ところがほとんど完成した
論文を、ボルシェヴィキ政権のもとでの安全を考えて外交行嚢で送ったところ、結局、没収さ
れてしまい、燃やされてしまうという悲劇に出会う。博士論文完成の夢はついえてしまったの
だった。 
ボルシェヴィキ政権は大ブルジョアであるエリセーエフ家の財産を没収し、大富豪の御曹司
だったセルゲイ・エリセーエフの暮らしは予想もしなかった困窮生活に陥った。1919 年 5 月に
は、検束され、ペトログラード監獄に拘禁された。そのとき持参したのは漱石の作品だったと
いう。今回の研修旅行では政治犯を拘禁した監獄の見学もしたが、この独房のどこかにエリセー
エフも入っていたのだろう。 
すでに結婚して二児を設けていたエリセーエフは、フィンランドを経由してフランスへの亡
命を決意する。そのころパリには、白系ロシア人亡命者がたくさん集まってきていた。このと
きの状況は、『赤露の人質日記』に詳しいが、いつ赤軍兵の銃弾に当たるかもしれないという、
死を覚悟しての秘密の脱出行だった。その 2、3 年前までは財力を発揮して、歌舞伎役者吉衛門
に入れあげ、隅田川で船を貸切り、漱石門下の友人たちを招いて芸者遊びをしていたのとは、
天と地ほども違う身辺の激変だった。 
エリセーエフは亡命時に、子供のための牛乳瓶にダイヤモンドを隠して運び、その後の生活
を整えるさいに役立てたそうである。1921 年、パリに到着し、ギメ博物館の研究員になるが、
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朝日新聞に体験記を掲載するきっかけになったのは、帝大時代の友人芦田均が外交官になり、
パリの日本大使館に勤務していたからであった。エリセーエフは、ソルボンヌ大学で徳川時代
の文学を講義するかたわら、東洋語学校（ラングゾー）で日本語文法を教え、1929 年には、パ
リ日本館の初代館長に就任している。1925 年に完成したこの日本人留学生会館は、バロン薩摩
と呼ばれた薩摩治郎八（1901－76）の寄付により建設され、今日では日本をはじめ、世界から
の学生を引き受けている。 
1930 年には、ソルボンヌ大学高等研究院の講師に任命されたエリセーエフは、翌 31 年にフ
ランス国籍をようやく取得する。セルゲイをフランス風にセルジュに改め、おそらくフランス
にそのまま永住するつもりだったのだろう。ところが高等研究院の正教授に任命された 32 年、
ハーヴァード大学から東洋語学部長に迎えたいという申し出があり、１年間の約束でアメリカ
へ渡る。翌年、帰国するが、再度イェンチン・インスティチュート所長としてという招請を受
け、1934 年から戦後の 57 年まで、合計 23 年の長い年月にわたってハーヴァード大学で教鞭を
とることになる。ハーヴァード大学を頂点とする日本研究を考えれば、エリセーエフはアメリ
カ合衆国のみならず、世界に対して日本研究の模範となる学科を築き上げようと努力していた
のだろう。 
戦中戦後の合衆国政府の日本戦略・日本政策に、エリセーエフの意見が影響を与えなかった
はずはない。エリセーエフはハーヴァード大学で多くの弟子を育てている。戦後、マッカーサー
の占領軍で働いていたエリセーエフの門下生はたくさんいたようである。ケネディ政権時代に
駐日米大使になったエドウィン・O・ライシャワーも門下生のひとりである。神田の古書店街
が空襲で焼かれなかったのは、一説には、この町をこよなく愛したエリセーエフの進言が一役
買っていたと言われる。あるいは戦後の日本研究の発展を見越して、その充実のためには神田
の古書店に依存しなければならないことを熟知していたからだろう。戦後になってハーヴァー
ド大学の潤沢な予算を手に、エリセーエフは神田の書店で書籍を買いあさって行ったという。 
このように先祖の富を有効に利用して、一人の学識の深い日本研究者、そして日本びいきが
誕生し、世界の文化土壌を築くにあたって大きな貢献をなした事実を、私たちは思い起こさね
ばならない。芸術を愛し、学問研究に真摯な姿勢を崩さなかったエリセーエフは、研究者から
大使へという政治の世界に入って行ったライシャワーには批判的だったという。 
 
研修旅行では、モスクワ大学とサンクト・ペテルブルグ大学の日本研究者たちとの交流があっ
た。個人的な意見を交わす中で、今回の私のロシアの印象を修正しなければならないと感じる
ことがあった。 
かつて私は、英語で書かれた、スーザン・ローゼンバーグ著『ソヴィエト流浪――ある知識
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人女性の回想』（岩波書店、1990）を翻訳したことがある。 
ロシア生まれだがカナダで育ったスーザン・ローゼンバーグの英語能力は母語なみで、1930
年代半ば、16 歳のときにふたたびソ連へ戻って来ると、翻訳者・ガイド・英語教師などの職に
就いている。そのように外国語に精通しているロシア人は、当局からにらまれやすい。あるい
は利用されやすい。ローゼンバーグは、インツーリストでガイドとして働いていたときに、案
内した外国人旅行者のソ連に対する印象や意見を、逐一、報告するようにと要請されていたと
いう。 
スターリン体制下のソ連では密告も盛んだった。じっさい著者の夫は逮捕され、おそらくす
ぐに銃殺されてしまっている。そして本人自身も逮捕され、強制労働収容所（グーラーグ）送
りになった。いわゆる秘密警察（KGB）、ソ連国家保安委員会は、＜暁の検束＞によって逮捕者
を連れ去り、＜黒いマリア＞と呼ばれた護送車でかれらを運ぶのだが、いつそのような運命が
自分の身に降りかかるともしれない。逮捕理由は理不尽でこじつけでしかないことが多い。そ
のような恐怖を抱きながら日々暮らしていた著者が、その体験を書き記すことができるように
なったのは、ゴルバチョフになって民主化のペレストロイカ政策が推進されたからだった。 
この本を翻訳しながら、ルビャンカの秘密警察（KGB）、密告、裏切りなどという文字を追っ
ていくだけで、私の中で恐怖が募ってきたものだ。秘密警察の代名詞ルビャンカと聞くだけで、
黒々とした建物を想像し、恐ろしい気分になった。 
この旅行中、私たちはその秘密警察があったルビャンカの広場を訪ねた。暖かい黄色のレン
ガ造りの巨大な建物は、そう説明されない限り、恐怖心を引き起こすことはない。秘密警察の
代名詞と思っていたルビャンカが、そのあたりの地名だと知ったとき、私は何とも不思議な感覚
に襲われた。その近くには今、モスクワっ子に人気の＜ジェーツキーミール（子供の世界）＞と
いう名の子供向け百貨店がある。大きな百貨店だった。そのようにのどかな子供の世界が広が
るすぐそばに、秘密警察があるというのも不似合だった。ひそひそ声で口にした秘密警察（KGB）、
＜ルビャンカ＞は、今ではロシア連邦保安庁（FSB）と名称を改め、隠語では＜ジェーツキー
ミールの隣＞と呼ばれているそうである。 
この旅行を通して、『ソヴィエト流浪』で描かれているような「恐ろしいモスクワ」の印象は
まったく感じられなかった。町ゆく人々もインツーリストのガイドも、資本主義諸国で出会う
観光ガイドや町の人々となんら変わらない。 
それでもソ連体制下へ戻ろうという動きがあるとも言われ、ガイドはロシア正教会の信者は
総人口の 7 割を占めていると説明したが、それはプロパガンダでしかないとも言われている。
それらが何を意味しているのか明白ではない。 
ただかつてソ連崩壊の直後に、ロシア正教会がすぐに復活した報道に触れて、私は驚いたこ
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とがある。それまで無宗教であったはずなのに、それほど早く信者が生まれるのかと。あるい
はかれらは＜隠れキリシタン＞のようだったのかと。 
ガイドの説明によれば、1943 年からロシア正教会でミサを行うことが認められていたという。
その理由は、政府が民心を把握するために、組織として教会の果たす役割が大きく、政府はそ
れを利用したということである。そうであれば、ソ連崩壊後のいち早いロシア正教会の復興も
理解できる。 
その言葉を聞いて、宗教の意味をまた考えさせられた。理詰めの政策では人心を動かすこと
ができない。理性ではない感性に訴える要素なくして、人びとは「納得」することができない
のだ。それはセルゲイ・エリセーエフが商売を継ごうともせず、言語芸術と学問の道を選んだ
ように、人間の存在にかかわっていることなのである。 
今日、日本において実学偏重の傾向が政策的に認められるが、その弊害はたった今、あらわ
れなくとも、いつか必ず私たちの精神を貧困化する結果を生むのである。 
そのようなことを考えさせられた旅であった。 
